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実 施 要 領

１ 日 時 平成２６年７月２７日（日） 9:00～ 18:30
７月２８日（月） 8:30～ 13:00

※受付について
７月２６日（土）14:00 以降，及び７月２７日（日）8:00 ～ 8:40 に会場
において行います。配付物（ＩＤカード等）はそのときお渡しします。混
雑緩和のため，出場選手の受付は引率者の代理受付とします。

２ 会 場 茨城県武道館
〒 310-0045 茨城県水戸市新原 2-11-1（堀原運動公園内）
TEL 029-251-8444 FAX 029-252-2554
HP: http://www.ibaraki-sports.or.jp/horihara/

３ 大 会 日 程

◎ ７月２６日（土） 受付 14:00～ 16:00 （茨城県武道館）
【主催者間会議】 茨城県武道館会議室 16:00～ 18:00
日本将棋連盟，全国高文連将棋部会長，全国専門委員長（岩手県）
開催年度３年以内専門委員長（茨城・滋賀・広島 各県代表者）

◎ ７月２７日（日）
7:50～ 8:40 受付（前日受付未了者）
参加者は 8:40までに、開会式場に入場完了し、１回戦の座席に着席する

9:00～ 9:30 開会式

【競技進行】（時間は目安／各部門ともベスト４まで行う）
男女団体（２０分切れ３０秒） 男女個人（１５分切れ３０秒）

9:40～ 10:40 予選１回戦 9:40～ 10:30 予選１回戦
10:50～ 11:50 予選２回戦 10:40～ 11:30 予選２回戦
12:00～ 12:40 昼食休憩（剣道場） 11:30～ 12:10 昼食休憩（剣道場）
12:40～ 13:40 予選３回戦 12:10～ 13:00 予選３回戦
13:50～ 14:50 予選４回戦 13:10～ 14:00 予選４回戦
15:00～ 16:00 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ１回戦 14:10～ 15:00 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ１回戦
16:10～ 17:10 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ２回戦 15:10～ 16:00 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ２回戦

16:10～ 17:00 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ３回戦
【交流会】
①指導対局 ２７日 10:00～ 12:00 茨城県武道館・剣道場

２７日 13:00～ 14:30 茨城県武道館・会議室
２７日 15:00～ 17:00 茨城県武道館・会議室

②交流対局 ２７日 15:30～ 17:00 茨城県武道館・会議室
③自由対局 ２７日 9:00～ 18:00 茨城県武道館・剣道場
④オセロ ２７日 9:00～ 18:00 茨城県武道館・剣道場

【会議】
10:00～ 12:00 全国高文連将棋専門部会（茨城県武道館・会議室）

◎ ７月２８日（月）
【競技進行】（３０分切れ３０秒）

8:10～ 8:25 各部門表彰式〈５位まで〉（茨城県武道館・大道場）
8:30～ 10:00 準決勝（茨城県武道館・大道場）
10:10～ 11:40 決 勝（茨城県武道館・会議室）
12:30～ 13:00 閉会式（茨城県武道館・大道場）

【交流会】（大道場）
①指導対局 ２８日 9:00～ 11:30 茨城県武道館・大道場
②交流対局 ２８日 9:00～ 11:30 茨城県武道館・大道場
③自由対局 ２８日 8:30～ 11:30 茨城県武道館・大道場
④大盤解説 ２８日 10:00～ 12:00 茨城県武道館・大道場
⑤オセロ 9:00～ 12:00 茨城県武道館・剣道場
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【大盤解説会】（大道場）
10:00～ 12:00 解 説 プロ棋士 先崎 学 九段、戸辺 誠 六段

聞き手 本田小百合 女流三段

４ 昼食配付・・・２７日・２８日とも、昼食配付場所は玄関、食事場所は剣道場または
大道場２階観覧席。昼食後、休憩可。

【弁当配布時間】 1日目 11：00～ 13：00
2日目 10：30～ 13：00 最終会場使用は 14：00まで

５ 会 場 詳 細

内容 ７月２７日(日) ７月２８日(月)

開・閉会式 大道場 大道場

男子団体
競技 女子団体 大道場 大道場（準決勝）

男子個人 会議室（決勝戦）
女子個人
指導対局 剣道場／会議室

交流会 交流対局 会議室 大道場
自由対局 剣道場
大盤解説 大道場

会議 専門部会 会議室

●指導対局 【指導棋士】 先崎 学 九段、戸辺 誠 六段、本田小百合 女流三段、
梶浦 宏孝 三段、荒田 敏史 二段

●大盤解説 【解 説】 先崎 学 九段、戸辺 誠 六段
【聞き手】 本田小百合 女流三段
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６ 開会式次第
① 開会のことば （司会 並木中等教育学校 羽成 豪）
② 歓迎のことば （将棋部門生徒実行委員会委員長 水戸葵陵高等学校 佐藤 良賢）
③ あいさつ （高文連全国将棋専門部会長 佐々木清人）

（日本将棋連盟理事 片上 大輔）
（水戸市長 高橋靖）
（茨城県実行委員会将棋部門委員長 生田目 正直）

④ 優勝杯返還 （男子団体 岩手県・岩手高等学校）
（女子団体 愛知県・愛知工業大学名電高校）

⑤ 対局上の注意 （審判長 美馬和夫 日本将棋連盟茨城県支部連合会副幹事長・関東アマ名人）
⑥ 来賓紹介 （茨城県将棋部門部門代表委員 矢須 雅進）
⑦ 選手宣誓 （太田第一高等学校 上村 友大、土浦第一高等学校 岩堀 佳菜）
⑧ 閉会のことば （司会 並木中等教育学校 羽成 豪）

★開会式の舞台配置
①佐々木清人 高文連全国将棋専門部会長 ①先崎 学 九段
②片上 大輔 日本将棋連盟理事 ②戸辺 誠 六段
③高橋 靖 水戸市長 ③本田小百合 女流三段
④本多 清峰 水戸市教育長 ④梶浦 宏孝 三段（奨励会）
⑤寺井 久信 滋賀県将棋専門部会長 ⑤荒田 敏史 二段（奨励会）
⑥生田目正直 茨城県実行委員会将棋部門委員長
⑦美馬 和夫 大会審判長 日本将棋連盟茨城県

支部連合会副幹事長・関東アマ名人
⑧矢須 雅進 茨城県将棋部門部門代表委員
⑨佐藤 良賢 将棋部門生徒実行委員会委員長

大道場

●マイク

⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 返還杯 ① ② ③ ④ ⑤
置き机
◎◎旗立て

●マイク ●マイク
司 会 演 台
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７ 閉会式式次第
① 開式のことば （司会 並木中等教育学校 羽成 豪）
② あいさつ （高文連全国将棋専門部会長 佐々木清人）

（将棋部門茨城大会部会長 生田目 正直）
③ 成績発表 （茨城県将棋部門部門代表委員 矢須 雅進）
④ 表彰 （文化庁、高文連全国将棋専門部、日本将棋連盟）
⑤ 免状授与 （日本将棋連盟 戸辺 誠 六段）
⑥ 講評 （日本将棋連盟 先崎 学 九段）
⑦ あいさつ （次年度開催県・滋賀県高文連将棋専門部会長 寺井 久信）
⑧ お礼のことば （将棋部門生徒実行委員会委員長 水戸葵陵高等学校 佐藤 良賢）
⑨ 閉式のことば （司会 並木中等教育学校 羽成 豪）

閉会式の舞台配置（大道場）
① 文部科学省
② 佐々木清人 高文連全国将棋専門部会長
③ 寺井 久信 滋賀県将棋専門部会長
④ 生田目正直 茨城県実行委員会将棋部門委員長
⑤ 先崎 学 九段
⑥ 戸辺 誠 六段
⑦ 本田小百合 女流三段
⑧ 梶浦 宏孝 三段（奨励会）
⑨ 荒田 敏史 二段（奨励会）
⑩ 美馬 和夫 大会審判長
⑪ 矢須 雅進 茨城県将棋部門部門代表委員
⑫ 佐藤 良賢 将棋部門生徒実行委員会委員長

大道場

●マイク

⑫ ⑪ ⑩ ④ ③ ② ① ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

賞状
●マイク ●マイク 杯・楯
司 会 演 台

◎◎旗立て

男子団体 女子団体 男子個人 女子個人
優勝校 準優勝校 優勝校 準優勝校 優 準 優 準

勝 勝 勝 勝

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

３位Ａ ３位Ｂ ３位Ａ ３位Ｂ 3位 AB 3位 AB

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

※便宜上、優勝者に敗れた３位を３位Ａとする。
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対局規定（抄）

１ 「手合い、先手・後手の決定」
全局平手戦にて行い、先後の決定は振り駒とする。団体戦は主将が振り、交互の先後となる。
また団体戦は申し込み時の同将同士の対戦とする（オーダーは変更できない）。

２ 「対局時計」
対局には対局時計を用い、その位置は後手が決めることができる。時計は指した手で押さなけ
ればならない。チェスクロックを逆の手で押した場合は、審判長の判断で失格となるときも
ある。

３ 「持ち時間」
準決勝・決勝は30分とし、使いきると1手30秒の秒読みとする。
それ以外の対局は団体戦20分，個人戦15分とし、使いきると1手30秒の秒読みとする。

４ 「反則」
対局相手に以下の行為があった場合、反則勝ちとなる。該当者は時計を止め、すみやかに審判
長に申し出ること（対局者以外は反則を指摘しないようにしてください）
(1)対局開始後、遅刻者の時間が切れる遅刻。
(2)対局中、対戦相手以外の助言、批評を受けること。
(3)禁じ手（二歩、打歩詰め、行き所のない駒、成れない駒の成りなど）
(4)二手連続の着手。
(5)待った（駒から手を離したら、着手を変更できない）
反則の指摘は対局者のみが行うことができる（観戦者はしてはいけない）。反則を指摘しない
場合は、反則とはならない。反則の指摘は指した直後でなくとも、盤面に残っている場合は
行うことができる。投了後の反則の指摘は認めない（投了の優先）。

５ 「千日手」

同一局面が４回発生した場合、千日手となる。時計を止めてすみやかに審判長に申し出ること。
同じ対局で2回以上千日手となった場合は以下のように対処する。
1回目：残り時間はそのままで先後を交代して指す。
2回目：抽選により、勝敗を決める。抽選方法は審判長に一任する。

６ 「持将棋と判定の時期」
双方入玉模様となった場合、審判長の判定で持将棋が成立する。27点法（大駒5点、小駒1
点）で、ポイントの多い方を勝ちとする。ただし、同点の場合は後手番の勝とする。また、
双方入玉模様となっていなくても、対戦時間が著しく経過した場合、審判長は勝負の判定を
することができる。

７ 「マナー」
以下の行為は慎み、正々堂々と対局すること。
(1)対戦相手や対局所の迷惑となるような行為。
(2)対局場内で騒がしくすること。

８ 「その他」
問題が生じた場合は、時計の中断ボタンを押し、すみやかに審判員に申し出て審判長に一任す
ること。

９ 審判員の役割
(1)対局者から反則の指摘があったとき立ち会う。
(2)マナーの悪い生徒（チェスクロックの逆手押し等）を注意し、是正されない場合は、反則
負け等の処置をとる。
(3)持将棋と千日手の判定。
(4)その他、トラブルへの対応
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スイス式トーナメント方式について

今大会においては、スイス式プログラムを用いて、対戦組み合わせ・成績算出などを行う。
１ 基本原則
・選手番号は、すべて責任抽選とする。
・原則として、同じ成績の者同士で組み合わせる。原則通り組み合せができないとき（同じ成
績の者の総数が奇数の場合など）は、できるだけ近い成績の者同士で組み合わせる。
・全参加者が奇数の場合は、bye（不戦勝）選手を決める。
・どの組み合わせも一回限りで、同じ相手と二度以上対戦することはない。
・原則として、同じ成績の者のグループを上下に分け、各グループ同士で無作為抽選で
対戦相手を決める。
※初戦は、以下の例のように抽選番号で対戦相手を決める。

（例）選手番号が１～98番のとき、初戦は
１－５０、２－５１、・・・、４８－９７、４９－９８ のように対局

・同県対決については、予選リーグにおいては避ける。決勝トーナメントにおいては考慮
しない。

２ タイブレーク
順位については、まず勝ち点が多い者を上位とする。
タイブレーク（同じ勝ち点）になったときには、以下のような優先順位で順位を決定する。

個人戦
①ブックホルツBuchholz――――――対戦相手の勝ち点の総和
②バーガー Berger―――――――― 勝った相手の勝ち点の総和
③メディアンMedian Buchholz――― 対戦相手の成績上下を引いた残り２つの勝ち点の総和
④プログレスProgress―――――――各回戦の勝ち点の総和
⑤抽選

団体戦
①ブックホルツBuchholz ②バーガーBerger ③メディアンMedian Buchholz
④勝ち数の総和（H20年度 第2回全国専門部会で①→④へ改定）
⑤プログレスProgress ⑥抽選

３ 決勝トーナメントの対戦方式
・予選リーグで３勝以上あげた個人選手、団体戦チームは決勝トーナメントに進出することが
できる。
・決勝トーナメントの対戦相手は以下のように決める。
[例] １６代表が決勝トーナメント進出のとき

１回戦 Ａ：１位―１６位、Ｂ：２位―１５位、Ｃ：３位―１４位…
…、Ｆ：６位―１１位、Ｇ：７位―１０位、Ｈ：８位―９位

２回戦 Ｉ：Ａの勝者―Ｈの勝者、Ｊ：Ｂの勝者―Ｇの勝者
Ｋ：Ｃの勝者―Ｆの勝者、Ｌ：Ｄの勝者―Ｅの勝者

準決勝 Ｍ：Ｉの勝者―Ｌの勝者、Ｎ：Ｊの勝者―Ｋの勝者
決 勝 Ｏ：Ｍの勝者―Ｎの勝者

・１回戦の対戦相手がいない場合は不戦勝とする。

第３８回全国高等学校総合文化祭茨城大会（将棋部門）
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分掌別業務

１． 競技・審判係･･･競技運営に関する業務を行う。・・・主任 藤﨑正輝
教員 ９ 名、生徒 ３４名（採譜を含む）

（１） 係分担
① 男子団体・・・主任：幕内研司（土浦第一高校），青木睦人（日立第一高校）
・1日目 男子団体予選→団体決勝トーナメント ベスト４決めまで
・2日目 準決勝・決勝、採譜

② 男子個人・・・主任：荒井豊水（竜ヶ崎第一高校），吉田真弘 （竜ヶ崎第一高校）
・1日目 男子個人予選→個人決勝トーナメント ベスト４決めまで
・2日目 準決勝・決勝、採譜

③ 女子団体・・・主任：前川匡史（鹿島高校），大山雅道 （水戸第一高校）
・1日目 女子団体予選→個人決勝トーナメント ベスト４決めまで
・2日目 準決勝・決勝、採譜

④ 女子個人・・・主任：今井健二（水戸葵陵高校），小沼恵（水戸葵陵高校）・堀江信人(太田第一
高校)
・1日目 女子個人予選→個人決勝トーナメント ベスト４決めまで
・2日目 準決勝・決勝、採譜

⑤ 審判 ・・・主任：藤﨑正輝（大洗高校）
審判の誘導と役割確認。適宜配置。競技係と協力して円滑な競技運営を図る。
審判は1日目は大会審判、2日目は準決勝は審判、決勝は棋譜採譜を行う。

⑥ 会場作成・・・主任：藤﨑正輝（大洗高校），堀江信人(太田第一高校・囲碁部会事務局)、矢須
雅進（石岡第一高校）

7/26は将棋用の会場を作成する。その際、囲碁部会事務局と相談し，7/29、7/30
の総文祭囲碁大会のことを考えた養生シート敷きを行う。7/28は椅子を業者に
返却するが、机は囲碁大会で継続使用なので囲碁部会事務局の要望を容れ、適
切な位置に移動する。

⑦ 機材設置・・・主任：矢須雅進（石岡第一高校）・男女団体個人の主任４名
設置業者との打ち合わせと指示、確認。

（２） 前日の準備
① 座席の準備
・ 配置図にしたがって、テーブルと椅子を並べる。
・ 会議室(専門部会議)についても設営する。

② 用具のセット
・ 盤、駒、時計をテーブルに置く。
・ 駒の枚数が足りているか、確認する。
・ 対局時計に電池を入れ、持時間をセットする。１日目の持時間は

男女団体・・・20分、秒読み30秒
男女個人・・・15分、秒読み30秒

③ 対局カード、対局場番号プレート、名札のセット
・ テーブルに、対局カード（本人記録用）および鉛筆を置く。
・ 対局場番号プレートをつくり、１回戦の組合せにしたがってテーブルにセットする。

④ 勝敗報告所の設営
・ テーブル、椅子を並べ、必要な事務用品が揃っているか、確認する。

※筆記用具、処理用パソコン、プロジェクタ、プリンタ、コピー機、マイク、
印刷用紙（A4,B4,A3）

・ 男子団体はブルー、男子個人はグリーン、女子団体はピンク、女子個人はイエロー
の用紙を用いて対局結果報告票を作成する。

⑤ 掲示板の設置
・ 成績や次の対戦を示すための掲示板を、種目ごとに設置する。
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⑥ 機材の設置
・ パソコン、プロジェクター、スクリーン、プリンタ、マイクを種目ごとに1台ずつ、
所定の場所にセットする。パソコンは各種目ごとに１台。集約用に１台。計５台で
運用する。設置業者との打ち合わせを行う。

・ パソコンには「エクセル２０１０」と将棋ソフト「棋泉」「Kifu for Windows」をイ
ンストールしておく【業者が行う予定】。

・スイス式トーナメントに関する設定もあらかじめ行っておく。

⑦パソコン操作の練習
・ スイス式の運営に必要な操作を確認・練習しておく。
・ 結果の入力は生徒に任せてもよいが、ペアリング（組合せ）は担当教諭が行う。

（３） 大会1日目の業務
① 準備
・ 1局目の前に対局時計の時間設定を確認する。ﾊﾟｿｺﾝ等の機材の設定を確認する。
・ 放送での着席を促す指示の後、速やかに選手の出席状況を確認する。

※矢須が開会式の中で、「対局カードの記入方法や結果の報告の仕方、次の対戦場所への
移動（選手は対局カードを持って移動する）、アナウンスの方法、昼食の場所、専門
部会の場所、ゴミの始末等」について説明する。

② 予選リーグ

・ １．対戦相手を投影、掲示する。
・ ２．結果報告票を各テーブルに配布する。
・ ３．放送で着席を促す。「スクリーンまたは掲示を見て、着席してください。」
・ ４．初戦以外は、各種目の主任が、対局開始の合図をスクリーンでする。

「着席して下さい」「振り駒して先後を決めて下さい」
「対局を始めます。挨拶」

・ ５．対局でのトラブルが生じたら、各種目の審判員に判断を仰ぐ。
審判長 美馬和夫
・男子団体に１人，男子個人に１人，女子団体に２人，女子個人に２人の審判が
当たる。審判は美馬和夫，鴨志田稔，市野塚耕三，浜真之，加藤嘉三，田村健
一の６氏とし，会場割り当ては当日決定する。また日本将棋連盟茨城県支部連
合会の渉外として川嶋長一郎氏も来訪する。

・ ６．対局終了後、両対局者（団体戦では両校の主将）が、記入した結果報告票を
持って各種目本部に来るので受け取る。結果をパソコンに入力して、スクリー
ンに結果確認画面を表示。両対局者の確認を取る。結果報告票は本部で綴る。

・ ７．その回戦の全対戦が終了したら、
「○回戦の対局が終わりました。勝敗が正しく表示されているか、スクリーン
で確認してください」とアナウンス。結果確認画面を表示。

「次の対局は○時○分からです。」と表示する。
・ ８．ＵＳＢに保存し、データを集約用パソコン（準備室で管理）にコピーする。

速やかに対戦を組み、2回戦の対戦画面を投影、掲示する。

・ 以下の各回戦も同様に進行する。
・ 2回戦終了後、3回戦終了後に中間成績を掲示する。（大道場）

掲示するのは勝敗一覧のみ。順位表は４回戦終了後。
・ 4回戦の全対戦が終了したら、予選結果と決勝トーナメント表を掲示する。
・ 予選結果と決勝トーナメント表を印刷し、所定の場所に置く。
・ 決勝トーナメントで使用する机に対局場番号プレートを設置。不要となったプレー
トは片付ける。交流対局との境がわかるようにする。

・ 予選終了後、不要の駒・盤を片付ける。

③ 決勝トーナメント
・ 1日目の決勝トーナメントでは、バリケードは作らない。
・ 決勝トーナメントの座席は、トーナメント表に対局場番号で表示。

テーブルに結果報告票を配布。
・ スクリーンには、常時決勝トーナメント表を表示しておき、結果が出るごとに勝ち
上がりがわかるようにしていく。

・ 対局カードは各自で持って移動。
・ 対局でのトラブルが生じたら、各種目の審判員に判断を仰ぐ。
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審判長 美馬和夫
・男子団体，男子個人，女子団体，女子個人にそれぞれ審判が当たる。審判は美馬和夫，
鴨志田稔，市野塚耕三，加藤嘉三の４氏とし，会場割り当ては当日決定する。また日
本将棋連盟茨城県支部連合会の渉外として川嶋長一郎も来訪する。棋譜採譜について
は鴨志田稔，市野塚耕三，加藤嘉三の３氏と前川匡史（鹿島高教諭）とする。

・ベスト４が決まったら、結果を印刷し所定の場所に置く。
・ ベスト４の対局は大道場で明日８：３０開始であり、５分前には着席完了であるこ
とを伝える。
また、5位の表彰は明日 8：10からこの場所で行われることを伝える(集合8:00)。
茨城県専門部会長から賞状と盾を渡していただく。

（筆耕係と連絡を取り合い5位が決定次第、賞状の名入れをしてもらう）

④ 個人戦についての注意事項
・ 予選通過者が32名を超えた場合の対応

予選の段階から、できる限り進行を早める。
予選通過者が33名、または34名の場合、32位と33位、31位と34
位の対戦は0回戦とし、他のブロックの1回戦と同時に開始する。
0回戦終了後すぐに1回戦を始め、回戦ごとに進行の遅れを少しずつ短くす
る。対戦可能な対局を優先して進める。

⑤ 翌日の準備
・ 大道場(準決勝)・会議室(決勝)の設営確認する。盤・駒・時計を並べる。全種目、
持時間30分、秒読み30秒。また、大道場は明日８：１０に５位表彰が行えるように
する。
また、大道場は指導対局・交流対局・自由対局の会場となる。その設営を行
う。不要な盤・駒・時計を片付ける。駒と時計は返却できるよう箱詰めにする。

・ パソコン、プロジェクター等を所定の場所にセットする。対局の投影が行えるよう
にパソコンの「棋泉」には、準決勝出場者の氏名をあらかじめ登録しておく。

（４） 大会2日目の業務
① 準備・確認
・ 前日できなかった準備があれば行う。（バリケードを作る）
・ 対局時計の設定、パソコン等の接続について確認する。

② 準決勝
・ 座席には結果報告票を配布。（決勝も同じ）
・ 対局でのトラブルが生じたら、審判長に判断を仰ぐ（決勝も同じ）。
・ 審判は、審判長 美馬和夫先生にしていただく。
・ 対局が終了したら、決勝トーナメント表をスクリーンに投影する。また掲示のトー
ナメント表に朱書きで記入する。（印刷はしない）

③ 決勝
・あらかじめ大道場に大盤が設置されていることを確認
・ 決勝戦用にテーブル・椅子等を並べ直す。
・ 採譜対象・・・男女個人戦、男女団体戦の主将戦、合計４局。
・ 採譜要員・・・各対局１名、計４名

棋譜採譜は鴨志田稔，市野塚耕三，加藤嘉三，前川匡史の４氏とする。
採譜要員は、先後が決まったら記録がとりやすい位置に移動する。
それぞれ、補助（第二採譜者）を１人ずつ付ける。

第二採譜者（補助採譜員候補）（採譜調査で可とした者）
山﨑英幸(翔洋学園)／辻 聡智(竜ヶ崎一)／
吉岡允貴(土浦日大中等学校)／会沢直樹(茨城)

※山﨑は大会出場選手であるため準決勝に残ったら
次候補を考える

・ スクリーン投影
・・・各種目で担当生徒を決め（目安 5 ～ 10 手）採譜要員から受け取った

棋譜の写しを大道場のパソコンまでリレーする。
大道場の担当生徒は、それを見て「棋泉」の指し手を進めて
スクリーンに投影する。
（このとき観客のため一手一手ゆっくり進める)

・ 男子と女子の個人戦決勝は大盤解説があるので、男女個人戦の担当生徒は、大道場
で棋譜の写しをコピーしてから大盤解説の大道場大盤解説場所にも届ける。
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・ 勝敗結果は、掲示の決勝トーナメント表に朱書きで記入。印刷し所定の場所に置く。

④大盤解説運営
・10：00～ 先崎 学 九段、戸辺 誠 六段、本田小百合 女流三段を誘導
・大道場で行われている大盤解説の棋譜伝達をする（交流会係が少ないため移した）。

⑤ 後片付け
・決勝終了後、直ちに撤収に移る。（閉会式は大道場）
・駒は発送できるよう箱に詰める。保管場所は柔道場。
・時計は継続して囲碁部門が使用するため囲碁部門の指示に従い保管し（堀江教諭指
示）、囲碁部門終了後に新人大会開催地（新潟県）に発送する。

２．庶務・防犯防災係・・・受付、来賓対応、弁当配布、防犯防災に関する業務を行う。
・・・主任：矢須雅進（石岡第一高校），

受付・防災巡回・マスコットキャラクタ管理・プランター管理：矢須雅
進（石岡第一高校），原健一（茨城高校），中村秀子（日
立商業高校）・大津昌行(海洋高校)・佐々木一二(土浦
日大中等教育学校)

昼食等確認： 安齋隆（土浦日大高校），出口洋一・八木清(清真
高校)・中島穂高(東洋大牛久高校)

記録：小賀柳一(水城高校)，斧田波枝(緑岡高校)
接待：皆藤新一・水戸部幸雄(茨城高専)・鈴木康司(茨城高専・筆

耕兼任)
会議：坂入勝雄(竹園高校)

教員 １５名、生徒 ２９名
（１） 前日までの準備

① 受付配布物の準備
・名札の確認（枚数、誤字等）
・袋詰め作業
袋は、参加賞ビニール盤があるもの 800個，ないもの 150個の 2種類を作る。

※ 選手用、引率または全国専門部会参加者用の袋は、参加賞ビニール盤があるものを配布
する。

※ 袋の中身は、部門プログラム、文化連盟賞、参加賞ビニール盤、指導対局申し込み用
紙、その他観光パンフ等（文化連盟賞〔賞状〕は第１局の対局座席に置く）

② 受付（玄関〈予定〉）の設置
・テーブル、椅子の準備
・受付名簿、事務用品、掲示物、傘袋等の準備

③・弁当配布所・昼食会場（大道場２階観覧席、剣道場）の設置。
配布用テーブル準備。※昼食をとる人は椅子のみ。各自で。

・休憩室（大道場２階観覧席）の設置。

（２） 受付
① ７／２６日（土）大会前日の受付を武道館玄関前にて行う（14:00～ 16:00）。

② ７／２７日（日）［大会 1日目］7：50～ 9：00～終日
・場所 茨城県武道館玄関

先生には名札を渡す。前日受付の先生にも取りに来てもらう。
選手以外の付き添い生徒には、白紙の名札を渡し各自で記入してもらう。

受付①…先生（引率先生・視察先生・全国専門部会参加先生）および生徒
配布物を渡す。【地区別に受付を行う】
地区は、Ⅰ北海道東北 Ⅱ関東 Ⅲ中部 Ⅳ近畿 Ⅴ中国四国 Ⅵ九州

受付②…将棋連盟関係者・来賓・審判
受付③…報道関係・視察者・一般観戦者に対して受付を行う。

※ 9：00以降は受付をひとつに統一する。
終日受付として、途中から来られる一般観戦者等に対応する。

＜将棋連盟関係（審判長・審判を含む）＞
プロ棋士（先崎 学 九段、戸辺 誠 六段、本田小百合 女流三段、梶浦 宏孝 三
段、荒田 敏史 二段）、片上 大輔 日本将棋連盟理事、磯辺丈敏 将棋連盟普及部，
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日本将棋連盟茨城県支部連合会より派遣される審判（美馬和夫，鴨志田稔，市野塚耕三，
浜真之，加藤嘉三，田村健一，川嶋長一郎）

→ 「日本将棋連盟」控え室の「控室」（大道場の奥）へ誘導、胸花を渡す
＜来賓＞

佐々木清人 高文連全国将棋専門部会長、高橋靖 水戸市長（要駐車場確保）、本多
清峰 水戸市教育長）、寺井久信 滋賀県高文連将棋専門部会長）

→ 「来賓」控え室の「予備室」へ誘導、胸花を渡す。
＜報道関係＞

受付で名簿に記入してもらう。独自の名札を着用していない場合は、名札に記入しても
らい、着用してもらう。配布物が入った袋を渡す。撮影に関する規定を書いた紙を渡す。
控え室は「柔道指導員室」「剣道指導員室」。

＜視察者・一般観戦者＞
受付で名簿および名札に記入してもらう。配布物が入った袋を渡す。

③ ７／２８日（月）［大会２日目］
・選手（準決勝進出者）は直接会場へ入る。
・時間・・・8：00～
・場所・・・茨城県武道館玄関
前日と同様に終日受付として、途中から来られる一般観戦者等に対応する。

（３） 弁当・販売（引き渡し場所は武道館玄関）・接待
① 選手・引率への弁当・飲み物配布
・サポート室対応の弁当・飲み物配布、および規定時間内のゴミ回収は業者が行う。
・玄関前〈予定〉に配布・回収スペースを用意し、回収作業のみ行う。
７／２７（日）の配布時間は 11：00～ 13：00、回収時間は 11：00～ 14：00
７／２８（月）の配布時間は 10：30～ 13：00、回収時間は 11：00～ 14：00

・食事をする場所は、両日とも、剣道場と大道場２階観覧席。大道場観覧席を基本とする。

② 要員への弁当・飲み物配布
・「要員控え場所」（教員スタッフ分は準備室、生徒スタッフ分は大道場２階の指定場
所）に運んでおく。その場で飲食する。生徒は先生の指示に従い、交替で昼食をとる。

・当日のスタッフ代表への手渡し・規定時間内の最終的なゴミの回収は業者の仕事、個々
のスタッフへの弁当手渡しはスタッフの仕事、食後の弁当箱を整理して回収業者がきち
んと持って行けるための整理はスタッフの仕事となる。

③ 日本将棋連盟関係者への昼食・飲み物配布
・サポート室の物とは異なる。プロ棋士控室（和室）に運んでおく。
・プロ棋士控室の湯茶等は、切らさないように準備しておく（ペットボトル）。
・日本将棋連盟関係者の弁当【県内スタッフ弁当とは別のもの】

→２６日・不要／２７日・７個／２８日・６個（片上理事欠）
・日本将棋連盟茨城県支部連合会（審判５人）の弁当【県内スタッフ弁当とは別のもの】

→２６日・不要／２７日・７個／２８日・５個
２７日（美馬和夫，鴨志田稔，市野塚耕三，浜真之，加藤嘉三，田村健一，川嶋長一郎）
２８日（美馬和夫，鴨志田稔，市野塚耕三，加藤嘉三，川嶋長一郎）

④トラベルセンターからの注意事項(スタッフ弁当請求書発送先：矢須雅進)
・お弁当のガラについては，トラベルセンターが指定する回収時間までに，必ず返却して
ください。

・回収時間に間に合わなかったガラについては，各部門で処分していただくこととなりま
す。

・また，お弁当については，食中毒防止のため 14 時以降の配布は行いませんので，必ず，
時間内に食べるようお願いします。

・トラベルセンター以外に発注するお弁当については，協賛又は会場等の関係から，トラ
ベルセンター以外からお弁当を発注する場合は，各部会で手配及びガラの回収の徹底を
願います。

・また，該当するお弁当について，県事務局から予算令達してある場合は，各部会で支払
を対応し，また，予算令達していない場合は，請求書を速やかに県事務局あて提出願い
ます。

・なお，トラベルセンターにお弁当を発注した場合同様，予算の枠を超えてしまった部分
については，該当する部会に請求させていただきます。

第３８回全国高等学校総合文化祭茨城大会（将棋部門）
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（４） 防犯防災
・会場内の見回りをする。
・来場者には必ず、受付をしてもらい、記名した名札を着用していない人には、受付を
してもらうよう促す。

（５） マスコットキャラクターふれあちゃん着ぐるみ管理
・マスコットキャラクター「ふれあちゃん２号」の着ぐるみは美術工芸部門（土浦三高・
富田教諭主管）が使用している。着ぐるみは県民文化センターを１４：３０に出て１
５：００に茨城県武道館に到着予定。受付で受付監督教員が受け取り、生徒（教諭）が
着て、「ふれあちゃん２号」が入った集合写真を受付で撮影する。その後、「ふれあちゃ
ん２号」は会場内を適宜巡回し、それを撮影する。全ての業務を終えたあと着ぐるみを
受付に届け、遅くとも１６：００には次に使用予定の演劇部門に引き渡す。演劇部門は
１５：３０くらいには高橋教諭（東海高校）が受付に着ているので、可能な限り早く演
劇部門に引き渡す。

・マスコットキャラクターふれあちゃんに入れる体格は身長１５０～１６０ｃｍ。最大で
も１６５ｃｍ。

（６） プランター管理
・１２：３０に水戸農業高校を出発し，１３：３０に茨城県武道館玄関に到着予定。650
× 225× 180 サイズのものが５０個おろされる。登録した担当者名は矢須。飾る場所は
茨城県武道館玄関の外とする。期間中、最低限１日２度（朝夕）の水やりを行う。

（７） 記録
デジタルカメラ・デジタルビデオで大会の記録を行う。撮影が対局の妨げになってはいけ

ない。フラッシュは使用禁止とする。ここで撮影したものは要請があった場合，教育関係の
団体（教育委員会等）や、いばらき総文２０１４記録集、茨城県高文連将棋部会４０周年記
念誌を作成する部署に提供することがあり得る。

・デジタルビデオで撮影するもの
①開会式…全てを流しで撮る。
②５位表彰…全てを流しで撮る。
③閉会式・表彰…全てを流しで撮る。
④交流会…指導対局と交流対局を２～３分程度撮影。指導対局は５人とも画像に入れ
る。大盤解説は全てを流しで撮る。

⑤茨城県選手…できれば全員の対局を一人あたり１～２分程度で撮影する。可能であ
れば着手の動きがあるものが望ましい。

・デジタルカメラで撮影するもの
①開会式…下記の撮影を行う
ステージ上の全景、参加選手とステージ上が入った鳥瞰図、挨拶（全国会長、茨城
会長等全員）を顔がわかる大きさで撮影する。

②５位表彰…表彰される全員が写ったものと、賞状授受の瞬間を撮影する。
③閉会式・表彰…ステージ上の全景、参加選手とステージ上が入った鳥瞰図、挨拶
（全国会長、茨城会長等全員）を顔がわかる大きさで撮影する。

④交流会…指導対局、交流対局、大盤解説を撮影する。指導対局は専門棋士５人とも
全身が入った姿を撮影する。大盤解説は解説者と大盤が入った画像を撮影する。

⑤茨城県選手…全員の対局を撮影する。茨城県選手の顔がはっきり分かるように心が
ける。理想としては、着手の瞬間の動きがある画像が望ましい。会場内での対局座
席の位置によるが、ステージ上の全国大会看板を対局姿に入れられるときはそれを
撮影できるように心がける。

⑥会場内…受付風景、各種掲示物、看板を記録として撮影する。
⑦決勝戦…茨城県選手であるか否かにかかわらず、男女個人団体４会場の双方の選手
の顔が分かる画像を撮影する。

（８） 会議
２６日の主催者間会議と２７日の全国専門部会議の資料配付等の補助業務を行う。

（９） 業者との対応
現在、「あさ川製菓」が会場内にて総文祭の土産の販売を行う予定。対応は矢須。

第３８回全国高等学校総合文化祭茨城大会（将棋部門）
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３．救護係・・・救護に関する業務を行う。
・・・主任 関根理恵子(日立工業高校・会計兼任)，菊池智子（大洗高校）
常恒由美子（水戸商業高校・支援校養護），小野敏子（水戸工業高校・支援校養護）

教員 ４ 名，生徒 ２ 名
大会前日の業務
・救護室の整備。畳、冷蔵庫等。
・全体準備の手伝いもお願いする。

大会当日の業務
・場所・・・医務室
・体調不良を訴える人がいたら、救護所に案内し、休んでもらう。

※酸素吸入を必要とする者、車いすの者等がいるか？（７／２１現在申請者なし）

４．式典係・・・開会式、大盤解説、閉会式に関する業務を行う。
・・・主任 佐藤康（並木中等教育学校），中郡久夫・原田正剛(太田第一高校)，

亀田拓(鹿島)
教員 ４ 名、生徒 ５ 名

（１）前日の準備
① 開会式会場（大道場）および大盤解説、閉会式（大道場）の設営。
・計画図にしたがって、各会場にステージの設置、テーブル、椅子、演台等の設置。
・各会場に、マイク、音響等の設置、掲示物（バトンを使って）、確認。
・大道場にパソコン、プリンタ、スクリーンの設置、確認。
・大道場に大盤解説用の大盤設置。大盤解説終了後の後片付けも担当する。
② トロフィー、賞状等の確認
③ 準備ができ次第、開会式・閉会式のリハーサル（午後の予定）

（２）開会式（9：00～ 9：30）
① 座席の指定
・選手・来賓・審判以外は、２Ｆ観覧席で開会式に臨む。
・岩手県・愛知県（優勝杯返還）、茨城県（選手宣誓）は前の方に席を用意する。

② 優勝旗・優勝杯
・開会式開始前に、前年度優勝校に優勝旗・優勝杯を渡す。
男子団体：岩手県・岩手高等学校 女子団体：愛知県・愛知工業大学名電高等学校

③ 進行（別項）
・司会 茨城県立並木中等教育学校２年 羽成 豪（はなりごう）
・歓迎の言葉 水戸葵陵高等学校２年 佐藤 良賢（さとうよしのり）
・選手宣誓 太田第一高等学校１年 上村 友大（うえむらゆうだい）

土浦第一高等学校２年 岩堀 佳菜（いわほりかな）
④ 開会式後、すぐに振り駒、対局開始。

→対局開始後、来賓退席。テーブル・演台を撤去。種目別本部設営。

（３）５位表彰
① 前日

５位入賞者の賞状を確認する。筆耕係担当教員と前日の内に打ち合わせをする。
② 座席の指定
・５位入賞者の８名、８チームの座席を前日のうちに準備し、張り紙を施す。
・来賓席、トロフィー・賞状等を置くテーブル、旗置き、マイク、音響等の設置、
を確認。

（４）閉会式
① 座席の指定
・３位以上入賞者３２名の席に張り紙を施す。
・大道場では男女個人決勝の大盤解説が行われる。大盤解説終了後に張り紙を施す。
・来賓席、トロフィー・賞状等を置くテーブル、旗置き、マイク、音響等の設置、
を確認。

② 進行（別項） ・司会 茨城県立並木中等教育学校２年 羽成 豪
・お礼の言葉 水戸葵陵高等学校３年 佐藤 良賢

③表彰の介添え
・介添え員４名…表彰者へ賞状、トロフィー、楯等を渡す。
（どれを誰に渡すのかを確認し、「Ｂ君が２位に渡す」というように固定する。）

第３８回全国高等学校総合文化祭茨城大会（将棋部門）
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（４）賞状・副賞一覧
表彰一覧 文化庁関連 高等学校文化連盟関係 日本将棋連盟関係

文 ※ 文 高 高 高 高 高 高 高 日 日 日 ※ ※ 優 準 第 段

部 文 化 文 文 文 文 文 文 校 本 本 本 優 優 勝 優 三 位

科 部 庁 連 連 連 連 連 連 文 将 将 将 勝 勝 メ 勝 位 免

学 科 長 優 準 第 第 第 第 化 棋 棋 棋 旗 杯 ダ メ メ 状

大 学 官 勝 優 三 五 三 五 連 連 連 連 ル ダ ダ

臣 大 賞 賞 勝 位 位 位 位 盟 盟 盟 盟 ル ル

賞 臣 賞 状 賞 賞 賞 以 記 賞 優 準 第

賞 杯 状 状 状 状 上 念 賞 勝 優 三

状 記 品 状 賞 勝 位

念 状 賞 賞

品 状 状

枚数・個数 4 2 4 4 4 8 16 16 16 4 4 8 2 4 8 8 16 4

男 優 勝（１校） ○ ○ ○ ○ 全 ○ ○ ○ ○

子 準優勝（１校） ○ ○ ○ ○ ○

団 第３位（２校） ○ ○ 参 ○ ○

体 第５位（４校） ○ ○

女 優 勝（１校） ○ ○ ○ ○ 加 ○ ○ ○ ○

子 準優勝（１校） ○ ○ ○ ○ ○

団 第３位（２校） ○ ○ 者 ○ ○

体 第５位（４校） ○ ○

男 優 勝（１名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 五段

子 準優勝（１名） ○ ○ ○ ○ ○ 四段

個 第３位（２名） ○ ○ ○ ○

人 第５位（４名） ○ ○

女 優 勝（１名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 二段

子 準優勝（１名） ○ ○ ○ ○ ○ 初段

個 第３位（２名） ○ ○ ○ ○

人 第５位（４名） ○ ○

※は持ち回り

５．筆耕係・・・賞状の筆耕に関する業務を行う。・・・主任 鈴木康司(茨城高専)
教員 １ 名

小川美華先生(太田一・書道)，市橋郁恵(大成女・書道)先生 ２名
① 前日
・賞状の確認。枚数の確認。ひな形の確認。

② １日目
・小川美華氏（書道）には、１５：３０時頃来ていただき準備室に案内する。
（受付係と連携）

・賞状が 80枚近くになるので、大会名など入れられるところはあらかじめ入れて
おいていただく。

・ベスト８が決まり次第、賞状の名入れをお願いする。
・５位が決定したら、順位も入れていただく。※
・２８日(月)8：10 ～ 賞状・副賞を全国将棋専門部佐々木会長より授与していただく。

② ２日目
・書道の先生２人（小川Ｔ・市橋Ｔ）到着（９時００分〈予定〉）。（受付係と連携）
・日本将棋連盟の賞状に名入れができれば（順位が記入していなければ）、
していただく。

・決勝トーナメント会場との連絡を密にし、順位が確定し次第、順位を入れて
いただく。

・文部科学省の賞状は文面をよく読み、各賞状の区別をしっかり確認する。

第３８回全国高等学校総合文化祭茨城大会（将棋部門）
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※１日目が終了後、５位の賞状を完成させる。時刻が遅くなるので書家の先生と相談する。
２日目の朝８：１０に５位表彰式なので、前日には完成させたい。事故などで遅くなっても、

２０分前には遅くとも完成させる。

６．交流会・・・指導対局および交流・自由対局に関する業務を行う。
・・・主任 増淵禎志（古河第三高校），早川大祐（翔洋学園高校），桑原昭之

(江戸川学園取手)，鈴木純子(日立第一高校)
教員 ４ 名、生徒 ７ 名

７月２７日（日） ７月２８日（月）
内容 指導対局 交流対局 自由対局 指導対局 交流対局 大盤解説

棋士 2名 棋士 3名
会場 剣道場／会議室 会議室 剣道場 大道場 大道場 大道場
時間 10:00-12:00 8：00 9：00 8：30 10：00

～ ～ ～
13:00-14:30 11：00 11：30 12：00

～
15:00-17:00 15：30

～ 17：00 17：00
棋士 5名 棋士 5名 (終日）
２８日【指導棋士】 梶浦 宏孝 三段、荒田 敏史 二段

【大盤解説】 解説 先崎 学 九段、戸辺 誠 六段、聞き手 本田小百合 女流三段

＊前日 ７月２６日（土）の業務
◎注）「会議室」「剣道場」の駒・盤は茨城県高文連のものを使用。

「大道場」の駒・盤は高文連全国のものを使用。混同しないようにする。

１．会議室の設営（別紙図）
＜指導対局場＞
・指導対局場（〈女流〉棋士５名×３～８面）の設営→指導数は棋士の判断を仰ぐ

駒・盤 25組 長机 14 椅子 25（女流は 3面指し、棋士・奨励会は 5～ 8面）
・受付の設営

ホワイトボード、申込用紙、対局表、筆記具、長机２、椅子５
・指導対局希望者の待機場の案内
・お茶、紙コップの準備 棋士５人×２本 １０本
・各種掲示物準備

＜自由対局場＞）
・自由対局場の設営

駒、盤 30組（予備 5組） 長机１０ 椅子６０
・各種掲示物準備

＊ 1日目 ７月２７日（日）の業務
１．指導対局の運営

① 10：00～ 12：00 ⇒ 対局 〈女流〉棋士５名×３～８面（剣道場）
② 13：00～ 14：30 ⇒ 対局 〈女流〉棋士５名×３～８面（会議室）
③ 15：00～ 17：00 ⇒ 対局 〈女流〉棋士５名×３～８面（会議室）
・受付で申込者を適宜割り振り、対局棋士を決定し対局してもらう。
・対局が終了したら、必ず受付に報告に来るよう指示しておく。
・満席のときは、予約を受け付け、時間を見はからって対局してもらう。
・お茶、紙コップの準備 棋士５人×２本 １０本

２．会場設営（指導対局場、交流対局場の設営）
・１４：３０に指導対局受付場（会議室）に全員集合する。
・予選リーグが終了後、速やかに全員で準備する。
・配置図に従って設営する。
・受付用具の準備。各種掲示物準備。
・余った机、椅子、駒、盤は片付ける。
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・全国高文連と、茨城県高文連の駒、盤が混じらないように片付ける。

３．交流対局の運営（15：30～ 17：00）
・15：30までに受付をしてもらう。（受付時間 15:15～ 15:30）
・上級、中級、初級の３班に分ける。どの級にするかは自己申告とする。

上級（三段以上） 中級（１級～二段） 初級（２級以下）
・対局表に名前を記入してもらい、準備ができたら対局を順次始めてもらう。

６人一班のリーグ戦を行う。時間が来たら試合途中でも終了とする。
・持ち時間は 1５分切れ負けとする。
・交替で見守る。
・開会式が終わった後の佐藤康教諭にアドバイザーとして入っていただく（副業務）。

４．自由対局運営（9：00～ 18：00）
・交替で見守る。基本的に将棋駒等棋具を置き、使ってもらうだけ。

５．会場の片付け（17:00～）

＊２日目 ７月２８日（月）の業務
１．指導対局運営（9：00～ 11：00）

・受付で申込者を適宜割り振り、対局棋士を決定し対局してもらう。
・対局が終了したら、必ず受付に報告に来るよう指示しておく。
・満席のときは、予約を受け付け、時間を見はからって対局してもらう。
・お茶、紙コップの準備 棋士 2人×１本

２．交流対局の運営（9：00～ 11：30）
・9：00までに受付をしてもらう。（受付時間 8:45～ 9:00）
・上級、中級、初級の３班に分ける。どの級にするかは自己申告とする。

上級（三段以上） 中級（１級～二段） 初級（２級以下）
・対局表に名前を記入してもらい、準備ができたら対局を順次始めてもらう。

６人一班のリーグ戦を行う。時間が来たら試合途中でも終了とする。
・持ち時間は 1５分切れ負けとする。
・交替で見守る。

３．片付け作業（全日程終了後）

その他
１．大盤解説の運営（日本将棋連盟関西本部から送られる大盤は７／２６の昼に到着予定）

・大盤が設置されていることの確認をする。
・10：00～ 先崎学九段と戸辺誠六段、本田小百合女流三段の誘導をする。
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７．開会式・５位表彰式・閉会式シナリオ

１．開会式進行表
次 第 発言者 内 容

ＢＧＭ（茨城総文テーマソング【未来〈そら〉へと続く道】）を流す
連絡事項 司会 まもなく開会式を開始致します。今大会を支えて下さいました来

8:55 賓の方々がご入場されます。皆さま 拍手でお出迎えください。
佐藤 良賢 茨城県生徒代表がエスコート。着席確認、BGM を消し、会場が静ま

るのを待つ。
開式 9:00 司会 ただいまから、第３８回全国高等学校総合文化祭将棋部門の開会

式を始ます。一同、礼。
司会進行は、茨城県立並木中等教育学校 羽成 豪（はなりごう）
が担当させて頂きます。よろしくお願い致します。

あいさつ 司会 最初に、茨城県の生徒を代表しまして、水戸葵陵高等学校 の
9:03 佐藤 良賢（さとうよしのり）が歓迎の挨拶を申し上げます。

生徒代表 あいさつ（略）
司会 続きまして、佐々木清人（ささききよと）高等学校文化連盟全国

将棋専門部会長より、ご挨拶を頂きます。
全国部会長 あいさつ（略）
司会 ありがとうございました。続きまして、日本将棋連盟理事

片上大輔（かたがみだいすけ）様より、ご挨拶を頂きます。
将棋連盟 あいさつ（略）
司会 続きまして、水戸市長 高橋靖（たかはしやすし）様より、ご挨

拶を頂きます。
水戸市長 あいさつ（略）
司会 ありがとうございました。市長は次の公務があるため，ここで退

出なされます。それまで少々お待ちください。
最後に、本大会部会長 生田目正直（なまためまさなお）より、
ご挨拶申し上げます。

大会部会長 あいさつ（略）
優勝杯返還 司会 ありがとうございました。次に、優勝杯の返還とレプリカの贈呈

9:19 を行います。前年度男子団体戦優勝校の岩手県・岩手高等学校、
女子団体戦優勝校の愛知県・愛知工業大学名電高等学校の代表の
皆さんは壇上にお上がりください。【なお、女子団体戦の優勝旗
返還は、同校の、今年度男子団体の代表となっている生徒諸君に
お願いしています。】→出場校によって対応する

BGM（見よ勇者は帰る）を優勝杯返還・レプリカ贈呈が完了するまで流す。
全国部会長 全国部会長が中央へ。選手計６人がそろって前へ進み出る。

司会 はじめに、男子団体戦優勝校の岩手高等学校より文部科学大臣杯、
日本将棋連盟の優勝杯・優勝旗が返還されます。

全国部会長 全国部会長に、文部科学大臣杯→優勝杯→優勝旗の順に返還。預
かり員は、返還された杯を置き机に、優勝旗を旗立てに置く。

司会 次に、レプリカの贈呈です。
全国部会長 レプリカを渡す。続いて、女子。
司会 続きまして、女子団体戦優勝校の愛知工業大学名電高等学校より

文部科学大臣杯、日本将棋連盟の優勝杯・優勝旗が返還されます
全国部会長 全国部会長に、文部科学大臣杯→優勝杯→優勝旗の順に返還。預

かり員は、返還された杯を置き机に、優勝旗を旗立てに置く。
司会 次に、レプリカの贈呈です。

岩手高校、愛知工業大学名電高校の皆様 席にお戻りください。

対局上の 司会 続きまして、 美馬和夫（みま かずお）審判長より、対局上の
注意 9:22 注意があります。

審判長 対局上の注意
プログラムにある対局規定に則って行うことを確認する。
（省略）

来賓紹介 司会 続きまして、矢須 雅進（やす まさゆき）茨城県高文連将棋専
9:25 門部委員長より、来賓の方々の紹介をさせていただきます。

委員長 来賓紹介（略）→於司会者席（終わりに演台マイクの向き・高さを調整して戻る）
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選手宣誓 司会 選手宣誓は、太田第一高等学校 上村友大（うえむらゆうだい）
9:27 さんと土浦第一高等学校 岩堀佳菜（いわほりかな）さんが行い

ます。
代表生徒 選手宣誓。右手を挙げて宣誓する。

宣誓 私達選手一同は、 【二人(上村・岩堀)】
日頃の練習の成果を発揮するとともに、 【上村】
将棋の礼節を重んじる精神を大切にして、 【岩堀】
正々堂々と最後まで、 【上村】
自分の力と、一緒に戦う仲間を信じて、 【岩堀】
全力で戦うことを誓います。 【二人(上村・岩堀)】

平成２６年７月２７日 【二人(上村・岩堀)】
選手代表 茨城県立太田第一高等学校 １年 上村友大

茨城県立土浦第一高等学校 ２年 岩堀佳菜
閉式 9:29 司会 以上で、開会式を終了致します。一同、礼。

事務連絡があります。それに続いて予選第 1回戦を始めます。
大会運営の連絡・諸注意。

事務連絡 委員長 ・ルール・予選での持ち時間およびマナーについて。
（矢須） ・会場内は、私語は慎み静粛な雰囲気を保つようにお願いする。

・選手への連絡。大会の円滑な運営のために次の事をお願いする。
①勝敗が決まり次第、まず本部に連絡してから感想戦に入る。
予選全試合の結果が判明しないと次の回戦が組めないため。

②顧問等との感想戦・連絡は、ホール外の自由対局場等で。
③続いている対局があります。感想戦終了後は、静かに観戦。
④連絡事項はなるべくスクリーンで行います。予選の残り対局
数はスクリーンに表示します。目安にして下さい。放送によ
る連絡は最小限にとどめたいと思います。

・昼食場所について
・ゴミについて
・熱中症対策→交流会をエアコンがある大道場・会議室に変更
指導対局は大道場／ 交流対局は会議室
最後に、正面を向いている椅子は対局ができるよう直せと指示

第 1回戦 先崎九段 「それでは予選第 1回戦を始めます。」
開始 （プロ棋士）「対局時計の電源を確認し、正しい持ち時間が表示されているか

確認して下さい」。
「振り駒をして先後を決めて下さい。」
「よろしいですか」（確認）
「では、予選第１局を始めます。」
「挨拶」

来賓退場 式典係誘導

本部設営 競技係

２．５位表彰進行表

次 第 発言者 内 容
連絡事項 司会（教員）まもなく５位表彰を開始致します。表彰を受ける方は指定の座席

8:05 に着席ください。
男子団体（４チーム）・女子団体（４チーム）・男子個人（４人）・女子個人（４人）

の５位が着席し、会場が静まるのを待つ。団体戦は出場者名簿の若い順（前）に並ぶ。チ
ーム内での並ぶ順番は閉会式と同様にする。個人戦は出場者名簿の若い順に左前、右前、
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左後、右後と並ぶ。
開式 8:10 司会 ただいまから、第３８回全国高等学校総合文化祭将棋部門の５位

表彰式を始めます。一同、礼。表彰は佐々木清人（ささききよと）
高文連全国将棋専門部会長にお願いしております。呼ばれた方は
前に出てきてください。よろしくお願い致します。

あいさつ 司会 最初に、男子団体戦の５位表彰を行います。受賞校の皆さんは前
にお並びください。

５位表彰はステージ上には上がらない。出場者名簿の番号の若い学校は正面に向かって
左に立つ①。以下、着席時順に②③④と右へと並び、呼び出しを受けたら表彰台の前に立
ち表彰を受ける。表彰後は①は④の隣に移動し、②③④は左に移動する。以下同様にロー
テーションする。

司会 （呼び出し）○○高等学校（中等教育学校等）

授与者：全国部会長 受賞者が表彰台前に来たら、全国部会長が賞状読み上げ（伝達）
(補助：県部会長) を行う。順番は上記の①②③④の順に行う。

賞状を渡すときにＢＧＭ（得賞歌【見よ、勇者は帰る】）を流す

司会 （終了後）受賞校の皆さんは席にお戻りください。
次に女子団体戦の表彰を行います。女子団体戦の５位表彰を受け
る受賞校の皆さんは前にお並びください。

【女子団体戦】男子団体戦と同様に賞状読み上げをローテーションで行う。ＢＧＭも同様
に流す。

司会 （終了後）受賞校の皆さんは席にお戻りください。
次に男子個人戦の表彰を行います。男子個人戦の５位表彰を受け
る４名の皆さんは前にお並びください。

【男子個人戦】男子団体戦と同様に賞状読み上げを行う。少人数のためローテーションは
行なわない。表彰者の位置は動かず、表彰時に表彰台前に移動する。ＢＧＭも同様に流す。

司会 （終了後）受賞校の皆さんは席にお戻りください。
次に女子個人戦の表彰を行います。女子個人戦の５位表彰を受け
る４名の皆さんは前にお並びください。

【女子個人戦】男子団体戦と同様に賞状読み上げを行う。少人数のためローテーションは
行なわない。表彰者の位置は動かず、表彰時に表彰台前に移動する。ＢＧＭも同様に流す。

司会 （終了後）受賞校の皆さんは席にお戻りください。
（着席後）以上を持ちまして５位表彰式を終わらせていただきま
す。一同、礼。以上を持ちまして解散となります。

３．閉会式(表彰)進行表

次 第 発言者 内 容
開式 12:10 司会 ただいまから、閉会式を行います。司会進行は、茨城県立並木中

等教育学校２年、羽成 豪（はなりごう）が担当致します。よろ
しくお願い致します。

あいさつ 司会 最初に、佐々木清人（ささききよと）高文連全国将棋専門部会長
12:11 より、ご挨拶を頂きます。

全国部会長 あいさつ（略）

司会 ありがとうございました。

司会 続きまして、本大会部会長 生田目正直（なまためまさなお）よ
り、ご挨拶申し上げます。

大会部会長 あいさつ（略）
司会 ありがとうございました。

成績発表 司会 続きまして、矢須雅進（やすまさゆき）茨城県高文連将棋専門部
12:15 委員長が成績を発表します。

委員長 成績発表（略）
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＜表彰時のポイント＞
・表彰順 男子団体 → 女子団体 → 男子個人 → 女子個人。
・各種目で、文部科学省(優勝)文化庁(準優勝)→ 高文連(優勝～３位)→ 将棋連盟(優勝～３位)
・優勝のみ文面を読み上げる。準優勝以下の表彰は、すべて「以下同文」で賞状読みを省略。
・介添え員が、表彰を熟知し、すべてにおいて指示を出す。
・介添え員の仕事：置き机から賞状・トロフィー・楯等を順番に持って行き、表彰補助者に渡す。
（誰が何をどの順で渡すのかを要確認）

ステージ

主 ← 授 表 トロフィー
副 ←□与 ■彰 ← 介添え ← 賞状・副賞
三 ← 者 補 （4名） 置き机

助 ◎◎旗立て
者

→→→→→→→
↑ ↓ ※ローテーションする
←←←←←←←

男子団体表彰（女子団体も同様）
男子団体戦 司会 これより、表彰に移ります。
表彰 はじめに、男子団体戦の表彰を行います。表彰を受ける皆さんは、

舞台にお上がりください。
ＢＧＭ（「【未来〈そら〉へと続く道】）」）を免状授与終了まで流す。

司会 最初に、文部科学省から優勝校・準優勝校に表彰が行われます。

授与者：文部科学省 文部科学省代表者（来ない場合は全国部会長）が文部科学大臣賞
の賞状を読み、優勝校に賞状と杯を授与。
大 ← ①文部科学大臣賞の賞状
副 ← ②文部科学大臣杯
三

優勝校は３位の前に並ぶ。
文化庁の賞状を読み、準優勝校に賞状を授与。
大 ← ①文化庁の賞状
副
三

文部科学省が席に戻る。全国部会長、県部会長が中央へ。
司会 次に、高文連から表彰が行われます。

授与者：全国部会長 賞状を読み、賞状と楯を授与。
(補助：県部会長) 大 ← ①高文連の賞状（全校）

副 ← ②高文連の楯（全校）
三

全国部会長が席に戻る。将棋連盟が中央へ。
司会 次に、日本将棋連盟から表彰が行われます。
授与者：将棋連盟 賞状を読み、賞状、優勝旗、優勝杯、メダルを授与。
(補助：県部会長) 大 ← ①将棋連盟の賞状（全校）④メダル(全員)←戸辺六段

副 ← ②優勝旗（優勝校）
三 ← ③優勝杯（優勝校）

介添え員は、旗立てを机の前に運ぶ。
司会 優勝校の皆さんは席にお戻りください。

女子団体表 司会 次に、女子団体戦の表彰を行います。女子団体の表彰を受ける皆
彰 さんは舞台にお上がりください。

12:24 以下、女子団体と同様。
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第３８回全国高等学校総合文化祭茨城大会（将棋部門）
第５０回全国高等学校将棋選手権大会
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男子個人戦表彰（女子個人も同様）
男子個人戦 司会 続きまして、男子個人戦の表彰を行います。男子個人戦の表彰を
表彰 受ける皆さんは、舞台にお上がりください。
（優勝） 司会 最初に、文部科学省から優勝者・準優勝者に表彰が行われます。

12:31 授与者：文部科学省 文部科学大臣賞の賞状を読み、賞状を授与。（優勝・準優勝者）
文部科学省が席に戻る。全国部会長が中央へ。

司会 次に、高文連から表彰が行われます。

授与者：全国部会長 賞状を読み、賞状と楯を授与。
(補助：県部会長) 受賞者 ← ①賞状 ②楯（全員） ← 全国部会長

預かり員は、賞状、楯を机まで運ぶ。全国部会長が席に戻る。将
棋連盟が中央へ。

司会 次に、日本将棋連盟から表彰が行われます。
授与者：将棋連盟 賞状を読み、賞状、優勝杯、メダルを授与。
(補助：県部会長) 受賞者 ← ①賞状 ②優勝杯（優勝校のみ）③メダル

← 戸辺 誠 六段

女子個人戦 司会 次に、女子個人戦の表彰を行います。女子個人戦の表彰を受ける
表彰 皆さんは、舞台にお上がりください。

12:36 以下、男子個人と同様。

免状授与（決勝終了後、免状所有の有無を優勝者、準優勝者に確認）
免状授与 司会 個人戦の優勝者と準優勝者に日本将棋連盟から段位免状の目録が

12:42 贈られます。４名の選手は、舞台にお上がりください。
授与者：将棋連盟 目録を読み、次々に授与。
(補助:県部会長） 女子個人優勝者 ← 戸辺 誠 六段

女子個人準優勝者 ← 〃
男子個人優勝者 ← 〃
男子個人準優勝者 ← 〃

司会 皆さん、席にお戻りください。
講評・次年度開催県あいさつ・お礼のことば
講評 司会 先崎学（せんざきまなぶ）九段より、講評をいただきます。

12:44 プロ棋士 講評（略）
司会 ありがとうございました。

次年度開催 司会 続きまして、次年度開催県を代表して、寺井久信（てらいひさの
県あいさつ ぶ）滋賀県高文連将棋専門部会長より、ご挨拶をいただきます。

12:46 滋賀県代表 あいさつ（略）

司会 ありがとうございました。
お礼のこと 司会 最後に、茨城県の生徒を代表いたしまして、水戸葵陵高等学校
ば の佐藤 良賢（さとうよしのり）がお礼のご挨拶を申し上げます。

12:48 生徒代表 あいさつ（略）
司会 ありがとうございました。

閉式 司会 以上をもちまして、閉会式を終わらせて頂きます。
12:50 皆様、三日間にわたる本大会へのご協力本当にありがとうござい

ました。
事務連絡 司会 引き続き、事務連絡があります。

事務局 略

しばらくＢＧＭ（茨城総文２０１４テーマソング【未来〈そら〉へと続く道】）を流す。

第３８回全国高等学校総合文化祭茨城大会（将棋部門）
第５０回全国高等学校将棋選手権大会
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交流対局 対局カード （※印の箇所に記入してください）

番号 ※都道府県 ふりがな ふりがな

※学校名 ※氏名

※区分（○印） 選手 付添い生徒 視察生徒 引率者 全国会議出者

回戦 対戦相手 対戦相手氏名 勝敗

番号 （○×で） ※対戦相手の希望 ○印

（ただし相手がいない場合は、その分、

対局が遅くなります。）

１ 男性 女性

どちらでもよい

２ 男性 女性

どちらでもよい

3 男性 女性

どちらでもよい

4 男性 女性

どちらでもよい

５ 男性 女性

どちらでもよい

６ 男性 女性

どちらでもよい

・このカードは、対局相手・役員に見えるよう、表向きに置いてください。

・持ち時間は10分、切れたら30秒です。対局時計の時間はすでに合わせていますので、対局

前に設定ボタンを押して元に戻して使用してください。

・対局が終わったら、このカードを持って、２人揃って受付に報告に来てください。

・次の対戦が決まりましたら、放送で呼び出します。

・やめる場合は、必ず受付に申し出てください。
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指導対局申し込み用紙
都道府県名 高校名

フリガナ 棋力

名前

段 級

※該当に○

選 手， その他の生徒， 教 諭 ， 一 般

７月２７日(日) ７月２８日(月)

※希望 10：00～12：00 9：00～11：00

時間帯に○

13：00～14：30

15：00～17：00

※受付チェック欄 ※指導棋士

先生

※ 欄は記入しないでください。

・棋士の指名はできません。

・対局順は、受付で示します。指導席へすぐに移動できるよう、自分の順番が近づいたら、

待機しておいてください。 いない場合はキャンセルとみなします。

・申し込み後取り消す場合は、早めに受付に申し出てください。

・申し込みが多い場合は、生徒への指導を優先します。

また、指導対局をお断りしなければならないことがあります。その際は掲示します。ご

了承ください。

・指導時間ごとに指導を打ち切ります。勝敗がつかずに指導が終了する場合はご了承くだ

さい。
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弁当配送先（将棋部会運営要員弁当）

部門 配送先 ７月２６日 ７月２７日 ７月２８日

生徒 教員 生徒 教員 生徒 教員

将棋 茨城県武道館玄関 ６４ ２７ ６１ ３４ ５１ ２９

弁当配送先（支援校〔水戸商業高校・養護・筆耕〕運営要員弁当）

部門 配送先 ７月２６日 ７月２７日 ７月２８日

生徒 教員 生徒 教員 養護 生徒 教員 養護筆耕

将棋 茨城県武道館玄関 ４０ ６ １２ ６ ２ １２ ６ ４

弁当配送先（日本将棋連盟＋審判〔日本将棋連盟茨城県支部連合会〕弁当）

部門 配送先 ７月２６日 ７月２７日 ７月２８日

日将 審判 日将 審判 日将 審判

将棋 茨城県武道館玄関 ０ ０ ７ ７ ６ ５

弁当請求書発送先：石岡第一高等学校（315-0001石岡市石岡１－９） ・ 矢須雅進

スタッフＴシャツについて

納入先：石岡第一高等学校（315-0001石岡市石岡１－９） ・ 矢須雅進

納入日：７月２４日

全国高校将棋選手権大会で使用する将棋盤・駒・対局時計・三角プレートの移動について

現在の保管場所：教育研修センター（集配業者：ヤマト運輸・茨城サービスセンター 0570-200-000）

７／２２に運送業者に集荷指示し、７／２５夕方１７：００以降に茨城県武道館到着。

↓

全国高校将棋選手権大会終了後に対局時計以外の全てを荷造りし、柔道場に保管する。

↓

対局時計は囲碁部会で使用する。破損した場合は弁償する。

↓

総文祭囲碁大会終了後に荷造りし、全てまとめて将棋新人戦開催地（下記）に発送。

新潟市立高志中等教育学校 石井 隆 教諭

〒９５０－８７９０ 新潟県新潟市中央区高志１－１５－１

ＴＥＬ０２５－２８６－９８１１／ＦＡＸ０２５－２８６－９８１２

到着日は８月４日（月）午前と指定する。段ボールは２８個口。

交流会で使用する将棋盤・駒の移動について（茨城県高文連将棋部会所有）

現在の保管場所：水戸葵陵高校・水城高校

７／２６に両校顧問が茨城県武道館に運搬。

↓

全国高校将棋選手権大会終了後に両校顧問がそれぞれの学校で保管する。
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県費での支払いについて
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諸連絡資料（日本将棋連盟との打ち合わせに基づく）

①メダル（優勝～３位）優勝旗レプリカ

発送先と発送時期＝茨城県武道館 ７月２６日(土) １１時～１２時着指定

②前年優勝カップレプリカ

発送先と発送時期＝茨城県武道館 ７月２６日(土) １１時～１２時着指定

※確認事項：今回は、男女団体優勝校に返還セレモニー。

前年「個人戦」優勝者にはセレモニーなし。日本将棋連盟から個別に送付

③賞状・免状目録

高校選手権・日本将棋連盟賞状 １６枚 ＋ 予備４枚

免状目録 男子個人優勝＝五段 男子個人準優勝＝四段

女子個人優勝＝二段 女子個人準優勝＝初段

発送先と発送時期＝茨城県武道館 ７月２６日(土) １１時～１２時着指定

※確認事項：当該段位免状を持っている生徒には免状授与なし。

持っていない選手には、申請用紙を日本将棋連盟職員より当日手渡し。

④高校竜王戦招待状

女子個人優勝、団体の優勝（1+3＝４名）が高校竜王戦に招待される

※確認事項：

①女子部門が各ベスト４になったら、ベスト４各校の引率教諭に集まってもらい、

優勝した場合は、高校竜王戦に出場できることを伝達。

引率教諭から各校選手に、出場意思の確認をしてもらう。

②高校竜王戦招待状は、日本将棋連盟職員が持参。

③女子団体戦優勝は高校竜王戦出場(出場確定)により初段免状を取得可能となる。

(出場辞退の場合は、授与なし)

選手３名が免状を持っているかどうかを大会当日確認する。

④今年から、参加年齢規定が出来たため、念のため生年月日の確認
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茨城交通路線バス時刻表 茨大前営業所℡ 029-251-2334
※この時刻表は通常のものであり、総文祭中の臨時便は含まれません。

水戸駅（北口）→茨城大学・茨大営業所前 方面（５番または７番乗り場から乗車）

水戸駅（北口）から茨大営業所前までの料金は３３０円です（６．５ km・２４分）。
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茨大営業所前→ 水戸駅（北口）方面
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